





日 時：2017 年 1 月 28 日（土）10：00～12：00 




















































































 そして、8,000 万人のあたりに線を引くと、約 100






















みんな 1億 2,800 万人が文化的な生活を送ることがで
きるようにインフラづくりを必死になってきたという
ことです。 





























































































































































































































きです。20年経てば、今度は 40 歳や 50 歳の人が高齢
者になっていきます。連続して、ずっと高齢社会が、
少なくともこれから 50 年は最低続いていくというこ
とをまず理解しなければなりません。時間軸をきちん
と押さえたうえで、これからどのようにまちづくりを
していくのかということを考えなければいけません。 
 暮らしと専門家というのはなかなか結びつかないか
もしれませんが、このようなときこそ専門家の出番と
考えるべきです。専門家は研究室のなかに閉じこもっ
て理論だけを振りかざして、気がついてみたら世の中
から浮いたことを得意そうに話していることが多いと
指摘されます。自分もその仲間に入るわけですが、そ
の仲間から見ても、そういう専門家や研究者がいかに
多いかということがわかります。しかし、知識あるい
は状況を分析したりすることについては、本当によく
知っています。このような力を現実のなかにどのよう
に生かすのか、専門家の持っている能力を生かさない
手はありません。専門家を現実の社会の中に引きずり
込むことも含めて、あらゆる関係者が、これからのま
ちづくり、社会づくりに参加していく仕組みを、どの
ようにしてつくっていったらいいのかということを考
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えてゆきたいと思っています。ご清聴ありがとうござ
います。 
 
※ 午後の分科会における「医療・福祉のまちづくり
提案」の講演の続きは、79～87 頁に講演内容を掲
載。 
 
 
（以上） 
 
愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 2016 59
